
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









第873回 紫波町農業委員会総会議事録


























令和8年8月20日開催



紫波町農業委員会


第873回紫波町農業委員会総会　議事録

　第873回紫波町農業委員会総会は、令和8年8月20日、紫波町役場に招集された。

1　開催日時　　令和8年8月20日(木）午後1時30分から　午後2時28分

2　開催場所    紫波町役場　302会議室

3  議事日程
日程第1	　　　　　　　議事録署名委員の指名
日程第2　　　　　　　会期の決定
日程第3　報告第1号　農地法第3条の3の規定による農地の相続等の届出について
　　　　　 報告第2号　紫波町農地転用を伴わない用途変更等届出指導要綱による届出について
日程第4　議案第1号　農地法第3条の規定による許可申請に対する許否の決定について
日程第5　議案第2号　農用地利用集積等促進計画（中間管理権設定）作成の要請につい
　　　　　　　　　て
日程第6  議案第3号　農用地利用集積等促進計画（所有権移転）作成の要請について
日程第7  議案第4号　農地法の適用外証明願に対する可否の決定について
日程第8  議案第5号　農地法第5条の規定による許可申請に対する意見の決定について

　　　1番　小幡理人　君　　　 2番　西田真之介君　　　3番　野村裕一　君
　　　4番　吉田夏生　君　　　 5番　蒲生庄平　君　　　6番　大沼仁志　君
　　　7番　鈴木芳勝　君　　　 8番　山田　讓　君　　　9番　髙橋伸夫　君
　　 10番　横沢一則　君　　　11番　佐藤廣志　君　　 12番　岡市充司　君

5　欠席委員　　な　し

6　遅刻委員　　な　し

7  紫波町農業委員会会議規則第16条第1項及び第2項の規定により出席した説明員
  　 事務局長　　　　高田　浩一　　君
　　 事務局次長　　　佐藤美智雄　　君
　　 主査　　　　　　大沼　千笑　　君
主任　　　 　　 藤根あけみ　　君

○事務局長（高田浩一君）
　　　ただ今から、第873回紫波町農業委員会総会を開会いたします。
　　　次第に沿って進めさせていただきます。
      最初に、岡市会長よりご挨拶をお願いします。
○会長（岡市充司君）
皆様ご苦労様です。実質今回が新体制での第1回の総会となります。今年の気候も異常ですが、毎年続くとこれが平年になるようでとても怖いことだと思われます。またここ1カ月のうち、今まででは非常に大きな地震が、また千葉では線状降水帯の発生による大雨洪水被害が発生しています。そしてお盆を過ぎましたが、全国各地では非常に危険な暑い日が続いております。これは、日本ばかりではなく世界各地でも大雨、干ばつ、そして熱波に見舞われています。これから秋の収穫期に向かうわけですが、何事もなく無事に収穫を終えることができればと願っています。
それでは本日の総会審議よろしくお願いいたします。

○事務局長（高田浩一君）
　　　ありがとうございました。
総会の進行につきましては、紫波町農業委員会会議規則第9条により、会長が議長の任に当たることになってございますので、以後の進行につきましては議長にお願いいたします。

○議長（岡市充司君）
　　　慣例により紫波町農業委員会憲章を朗読いたしますので、委員の皆様はご起立をお願いします。
　　　私が前文を朗読しますので、委員の皆様は各項目についてご唱和をお願いします。
　　　（憲章を唱和）

○議長（岡市充司君）
　　　ただ今の出席委員は12名であります。定足数に達しておりますので、総会は成立いたしました。

○議長（岡市充司君）
　　　直ちに本日の会議を開きます。本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。日程に入るに先立ち業務報告を行います。事務局から業務報告を求めます。
　　　高田事務局長。
○事務局長（高田浩一君）
　　　それでは議案1ページをお開きください。
（業務報告書朗読）
○議長（岡市充司君）
　　　以上で業務報告を終わります。
　　　これより本日の議事日程に入ります。

○議長（岡市充司君）
      日程第1　議事録署名委員の指名を行います。
　　　議事録署名委員は、紫波町農業委員会会議規則第30条の2の規定により、議長において3番 吉田夏生委員、4番 野村裕一委員を指名いたします。
○議長（岡市充司君）
　日程第2　会期の決定を議題といたします。
      お諮りいたします。本総会の会期は、本日一日間といたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）

○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって会期は本日一日間と決定いたしました。なお、会期中の審議予定については、お手元に配付いたしましたとおりですので、ご了承願います。

○議長（岡市充司君）
     　日程第3  報告に入ります。
紫波町農業委員会会長等の専決に関する規程第2条第1項の規定により、専決処分した件数が11件ありますので、同条第2項の規定により報告いたします。
報告第1号　農地法第3条の3の規定による農地の相続等の届出について
報告第2号　紫波町農地転用を伴わない用途変更等届出指導要綱による届出について
事務局の説明を求めます。
藤根主任。
○主任（藤根あけみ君）
　　　議案書2ページをご覧ください。報告第2号 農地法第3条の3の規定による農地の相続等の届出について報告いたします。
（議案書朗読）
○議長（岡市充司君）
　佐藤事務局次長
○事務局次長（佐藤美智雄君）
報告第2号、紫波町農地転用を伴わない用途変更等届出指導要綱による届出があり、専決により処理いたしましたのでご報告いたします。
（議案書朗読）
○議長（岡市充司君）
	以上で報告を終結いたします。
○議長（岡市充司君）
　　　日程第4　議案第1号 農地法第3条の規定による許可申請に対する許否の決定について、を議題といたします。
　事務局の説明を求めます。
　　　大沼主査。
○主査（大沼千笑君）
農地法第3条の規定による許可申請についてご説明いたします。
（議案書朗読）
○議長（岡市充司君）
　　　ただいま、事務局より説明がありましたとおり、本案につきましては農地調整小委員会において審議していますので、横沢農地調整小委員長より審議の経過について報告願います。
10番委員。
○10番（横沢一則君）
[bookmark: _Hlk78807501]議案第1号「農地法第3条の規定による許可申請に対する許否の決定について」、農地調整小委員会での審議経過を報告します。
付議番号1番及び2番はそれぞれが所有する農地を交換するものです。対象土地はそれぞれの自宅から離れているため、交換により、宅地に隣接する農地として作業の利便性を図ろうとするものです。
3番は親族間での贈与となるものです。法改正による相続登記義務化のため確認をしたところ、譲渡人である叔母名義の農地があったが、高齢及び県外に在住しているため、甥である譲受人に任せるとしたものです。
農地調整小委員会では、この案件は農地の最適化を図るものとして、地域との調和要件についても、問題はないとの意見であり、原案のとおり同意すべきとしたものです。
以上が審議案件です。
○議長（岡市充司君）
      横沢小委員長より報告が終わりましたので、これより質疑を許します。
○議長（岡市充司君）
      質疑を終結し、採決することにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　議案第1号 農地法第3条の規定による許可申請に対する許否の決定については、原案のとおり決するにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって、議案第1号は、原案のとおり決定いたしました。

○議長（岡市充司君）
[bookmark: _GoBack]日程第5　議案第2号 農用地利用集積等促進計画（中間管理権設定）作成の要請について、を議題といたします。
事務局の説明を求めます。
　　　大沼主査。
○主査（大沼千笑君）
農用地利用集積等促進計画（中間管理権設定）作成の要請についてご説明いたします。
（議案書朗読）
○議長（岡市充司君）
      ただいま事務局より説明がありましたとおり、本案につきましては農地調整小委員会において審議しておりますので、横沢農地調整小委員長より審議の経過について報告願います。
　　　10番委員。
○10番（横沢一則君）
議案第2号「農用地利用集積等促進計画（中間管理権設定）作成の要請について」、農地調整小委員会での審議経過についてご報告いたします。
付議番号1番から3番までの借受人は同一で、1番及び2番の貸渡人より続き地となる畑を、3番の貸渡人からはハウスを借り受け、玉ねぎの種球及び玉ねぎの生産を行おうとするものです。借受人は町内の農事組合法人での従事実績があるほか、農業大学での研修、東北農研の技術指導を受けています。今後も東北農研からの技術指導を受ける予定であること、３番の貸渡人から機械の貸与を受けられること、借受人の父から重機を使用した作業の支援を受けられることから耕作に支障はないと思われます。
4番及び5番については、相対契約から中間管理事業に移行するものであり、これまで同様、良好な耕作管理が期待できるものです。
今回の案件は、地域の担い手として営農継続性が認められ、地域との調和要件についても問題はないとの意見であり、原案のとおり同意すべきとしたものです。
以上が審議経過です。
○議長（岡市充司君）
      横沢小委員長より報告が終わりましたので、これより質疑を許します。
（「なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
質疑を終結し、採決することにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　議案第2号 農用地利用集積等促進計画（中間管理権設定）作成の要請については、原案のとおり決するにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって議案第2号は、原案のとおり決定いたしました。

○議長（岡市充司君）
日程第6　議案第3号 農用地利用集積等促進計画（所有権移転）作成の要請について、を議題といたします。
事務局の説明を求めます。
　　　藤根主任。
○主任（藤根あけみ君）
議案第3号農用地利用集積等促進計画（中間管理権設定）作成の要請についてご説明いたします。
（議案書朗読）
○議長（岡市充司君）
      ただいま事務局より説明がありましたとおり、本案につきましては農地調整小委員会において審議しておりますので、横沢農地調整小委員長より審議の経過について報告願います。
　　　10番委員。
○10番（横沢一則君）
議案第3号「農用地利用集積等促進計画（所有権移転）作成の要請について」、農地調整小委員会での審議経過についてご報告いたします。
付議番号1番は、6月総会の議案第4号付議番号4の譲渡と関連するもので、前回と同じ法人に譲渡しようとするものです。前回と譲渡人となる者が別であったため届出が遅れたものです。
2番から4番の譲受人は同一で、これまで譲受人より借りていた農地や廃業した法人より返還された農地を譲り受けようとするものです。譲受人は認定農業者であり子も従事していること、大型農機具一式を所有していることから耕作に支障はないものと思われます。
5番の土地は譲渡人が相続する前から譲受人に譲渡する話が出ていたものです。譲受人は認定農業者であることから耕作に支障はないと思われます。
1番から5番の全件において営農継続性が認められ、地域との調和要件についても問題はないとの意見であり、原案のとおり同意すべきとしたものです。
以上が審議経過です。
○議長（岡市充司君）
      横沢小委員長より報告が終わりましたので、これより質疑を許します。
（「なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
質疑を終結し、採決することにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　議案第3号 農用地利用集積等促進計画（所有権移転）作成の要請については、原案のとおり決するにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって議案第3号は、原案のとおり決定いたしました。

○議長（岡市充司君）
　日程第7　議案第4号 農地法の適用外証明願に対する可否の決定について、を議
題といたします。
事務局の説明を求めます。
　佐藤事務局次長。
○事務局次長（佐藤美智雄君）
　　　議案第4号、農地法の適用外証明願に対する可否の決定について、内容を説明いたします。議案書は、10ページをご覧ください。また、別添調査資料につきましては、5から8ページとなりますので、併せてご覧ください。申請件数は4件です。
（議案書朗読）
本案件につきましては、8月17日に現地調査を行っております。証明願に対する可否の決定につきまして、ご審議をよろしくお願いいたします。
○議長（岡市充司君）
ただいま、事務局より説明がありましたとおり、本案につきましては現地調査を実施していますので、立会委員より現地調査の結果を報告願います。
4番委員。
○4番（野村裕一君）
　議案第4号、農地法の適用外証明願いに対する可否の決定について、8月17日、近藤光宏委員、中田次郎委員、私と事務局の4人で現地調査を行いましたので、報告いたします。
付議番号1番は、50年以上前から住宅敷地として利用され、農地への復旧は困難であり、このまま使用しても周囲農地への支障は無いと見てまいりました。
　付議番号2番は、不整形で狭小な土地であり、長年来、隣接する道と一体的に通路として利用され、農地への復旧は困難であり、周辺農地への支障はないと見てまいりました。
付議番号3番は、宅地に隣接する土地で、長年来、生活道路及び庭として利用され、農地への復旧は困難であり、周辺農地への支障はないと見てまいりました。
付議番号4番も、宅地に隣接する土地で、長年来、生活道路及び庭として利用され、農地への復旧は困難であり、周辺農地への支障はないと見てまいりました。
報告は以上です。
○議長（岡市充司君）
　現地調査の報告が終わりましたので、これより質疑を許します。
      　質疑を終結し、採決することにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　議案第4号 農地法の適用外証明願に対する可否の決定については、原案のとおり決するにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって議案第4号は、原案のとおり決定いたしました。

○議長（岡市充司君）
　　　日程第8　議案第5号 農地法第5条の規定による許可申請に対する意見の決定について、を議題といたします。
　事務局の説明を求めます。
　佐藤事務局次長
○事務局次長（佐藤美智雄君）
　　　議案第5号、農地法第5条の規定による許可申請に対する意見の決定について、を説明いたします。議案書は11ページをご覧ください。申請件数は2件です。内訳は賃貸借が1件、所有権移転が1件です。別添調査資料は10から14ページになります。
（議案書朗読）
以上、2案件につきましては、8月17日に現地調査を行っております。各案件とも調査書に記載のとおり、農地転用に必要な要件は満たしていると思われますが、申請に対する本会意見の決定につきまして、ご審議をよろしくお願いいたします。説明は以上です。
○議長（岡市充司君）
ただいま、事務局より説明がありましたとおり、本案につきましては現地調査を実施しておりますので、立会委員より現地調査の結果を報告願います。
4番委員。
○10番（野村裕一君）
　議案第5号、農地法第5条の規定による許可申請に対する意見の決定について、8月17日、前案件と同じ委員で現地調査を行いましたので、報告いたします。
付議番号1番は、ＪＲ東北本線の横断管の改修工事のための一時転用です。隣接農地の耕作に影響はなく、予定通り原状回復されるならば許可しうる計画であると見てまいりました。
付議番号2番は、住宅が連坦する地域内の農地で、隣接する宅地と一体的に住宅新築、駐車場等に利用する計画です。事前着工もなく、周辺農地への影響もないものと見てまいりました。
○議長（岡市充司君）
　現地調査の報告が終わりましたので、これより質疑を許します。
（「なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      質疑を終結し、採決することにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　議案第5号 農地法第5条の規定による許可申請に対する意見の決定については、原案のとおり許可相当と決するにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって議案第5号は、原案のとおり許可相当と決定いたしました。
　　　ここで、説明員交代のため暫時休憩といたします。

○議長（岡市充司君）
      休憩以前に戻り、会議を再開いたします。
日程第9議案第6号紫波農業振興地域整備計画の変更に対する意見の決定についてを議題といたします。
　　　事務局の説明を求めます。
　　　高田事務局長
○事務局長（高田浩一君）
　　　ただいま議題となりました紫波農業振興地域整備計画の変更について、町長から農業委員会の意見を求められておりますので、ご審議をお願いします。なお、本日説明員として、農政課の村松主事が出席しておりますので、議案内容について説明をお願いします。
○議長（岡市充司君）
      それでは農政課の説明をお願いします。
○農政課（村松主事）
　　　農政課の村松と申します。本日はよろしくお願いいたします。
（説明資料朗読）
○議長（岡市充司君）
      農政課さんの説明が終わりましたので、これより質疑を許します。
　　　9番委員
○9番（高橋伸夫君）
　　　2番と3番のことなのですけれども、追認という形で農地転用するといったことなのか、30年たてば農振除外できるといったものなのか、その2点についておたずねしたいと思います。
○農政課（村松主事）
　　　ご質問ありがとうございます。2番3番につきましては、農振除外とか農地転用の手続きを経ずに行っていたということが事業者からの申し出によってわかったところでございます。法律などを十分理解しないで進めてしまったという反省文の形で提出をいただいているところであります。こういった事例につきましては、全国的に見ましても追認という形で、後から農振除外とか農地転用の手続きを進めていただくという形になります。ただ悪質なものについては、罰金とかにつながることもあります。
○議長（岡市充司君）
      普通の農振から外れている農地でも、知らないで建物を建てていたり、道路して使ってきたというのはありますよね。その場合はわかった時点で転用手続きとか必要となっているわけですが、ここはたまたま農振がかかっている部分だったので、一旦農振から外さなければ、それが今の説明になるわけです。この後、農業委員会としては新たに転用手続きの申請を出してもらって皆さんから審議していただく、これの説明でよいですか。
　　　ほかにございませんか。
質疑を終結し、採決することに、ご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　議案第6号　紫波農業振興地域整備計画の変更に対する意見の決定については、変更案に異議なしと決するにご異議ございませんか。
　　　（「異議なし」と言う人あり）
○議長（岡市充司君）
      ご異議なしと認めます。
　　　よって、議案第6号の意見については、変更案に異議なしと決定いたしました。

○議長（岡市充司君）
　　　以上、本日予定しておりました日程のすべてを終了いたしました。
　　　これをもちまして、第873回紫波町農業委員会総会を閉会いたします。


午後2時28分　　閉　会
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